
 研究会の変わり目を予感させる会でした
仮説実験授業研究会　夏の全国合宿研究会を終えて

品川正（実行委員会代表）

　今年の仮説実験授業研究会「夏
の合宿研究会」は群馬県・伊香保
温泉のホテル天坊を会場に 7月
27 日（水）～29日（金）の３日
間で開催されました。概略を報告
します。
●　参加者数　343 名（家族を含
めると 379 名）
　近年になく参加者数の少ない大
会になりました。春先の案内がで
きなかったことや交通の便が悪い
ことなどが影響していると思われ
ます。その分参加者同士で交流の
持てる会になったと思います。
●　資料総数　398 本（資料提出
者数は 166 名）
　インターネットを利用しての事
前受け付けも定着してきたようで
す。参加者数をはるかに上回る資
料数は各分科会の話題が充実して
いたことを思わせます。
　今回は資料代の代わりとして一
部の資料に「ブラボー券」を付け
ました。機械的に計算するのでな

く、読んでみて「ブラボー！（い
いね！）」と思う資料を書いた人
に渡しました。
●　分科会の数　33分科会（53
コマ）
　設定された分科会は下記の通り
です。（下線は新設分科会）
教師論 /授業論・組織論 /社会の
科学 /お楽しみ / 図工・美術 /国
語 /読解 / 天文・地球 /科学読み
物 /海外仮説 /中学仮説 /ギリ
シャ /イスラム / 科学映画 /認識
論 /生物 / 音楽 / 特別支援 /道徳
/ 算数・数学 /放射能と原子 /
マッキーノ・ドリル論 /電気 /燃
焼 / 物性 /仮説実験授業を伝える
/ アンコール /仮説会館 / 介護・
認知症 /ものづくり・おもちゃ /
西川さん /開戦への道 / 体育
●　ナイターの数（夕食後、参加
者によって設定される自由談義の
場）　１日目 16会場 / ２日目 19
会場



　昼間の分科会以上に希望が多
く、会場の割り当てに苦労しまし
た。
●　売り場　84店舗
　イタクラ係数 0.89(参加者がそ
の会に対する満足度を測る指標の
こと。全売り場の売り上げの合計
と参加費の割合で計算される）
　売り場を一ケ所にまとめ、自由
に休めるラウンジコーナーや大会
本部・掲示版も併設することで常
に売り場がにぎわっており好評で
した。
　それを思うと、欲しいものはも
う入手してしまった大会参加者が
多かったのかもしれません。
●　感想文の数　173 枚（回収率
50％）
「評価⑤とても楽しかった」が
148 枚（86％）、「④楽しかった」
が 23 枚（13％）「③楽しいとも
つまらないともどちらともいえな
い」「②つまらなかった」「①とて
もつまらなかった」はいずれも 0
枚の評価未記入が 2枚でした。
●　全体会
　会代表の板倉さんは参加予定で
したが、直前の入院のため不参加

の大会でした。冬の大会に引き続
き不在の大会となり、これからの
大会の進め方について、いろいろ
と模索をする大会になったと思い
ます。
　１日目の全体会では、仮説会館
の研究紀要としてまとめられた
〈マメとさや〉の授業の報告の後、
分科会設定となりました。各分科
会の説明に時間を十分に取って設
定しました。
　2日目は全国委員の紹介、会計
報告の後、次期大会の開催地の決
定をしました。今年は長崎の単独
立候補となり、参加者の承認を得
ました。
　また、板倉賞の代わりに、今回
は実行委員会賞の発表をしまし
た。伊香保大会のために仮説会館
の研究紀要をまとめてくれた平野
孝典さんに感謝の花束を渡しまし
た。
　３日目は分科会発表に時間を取
り、余裕を持って終えることがで
きました。
●　サマースクール・保育
　サマースクール 16名、保育 3
名の参加がありました。



　１日目は〈劇団あかぱんつ〉に
よる人形劇。2日目はグリーン牧
場への遠足。３日目は平林浩さん
による《三態変化》の授業を実施
しました。
●宿泊について
　昨年の東京下町大会が都市型大
会であり、宿泊場所は各自で確保
する大会でした。伊香保は温泉街
であり、宿泊場所は本部に頼まな
くても取ることが出来ます。そこ
で、朝から晩まで討議を続けられ
る「合宿研究会」の良さを持ちつ
つも、近隣のホテルに宿泊する参
加者がいることを見据えて運営を
考えました。
　その結果は約３分の１の 100
名近くが近隣のホテルを使用しま
した。また、実行委員会を通さず
に直接に天坊へ宿泊を予約した方
もいました。感想文からは、「合
宿の良さを味わえた」「自分で予
約できて良かった」と好意的に受
け止められたようです。
●　ガリ本ダービーの復活
　エントリーされたガリ本から，
参加者は気に入った１冊を選んで

もらうことができる「ガリ本ダー
ビー」を開催しました。当初、ガ
リ本自体が集まらないのではない
かという予想に反して，16 本の
ガリ本がエントリーされました。
　また、フェスティバルの会場で
実施された「お楽しみ抽選会」も
売り場のステージで併設をして、
大変好評をもらいました。
●　その他
　インターネット環境が進んだこ
とで、事前の資料受け付けだけで
なく、登録状況が確認できたり、
YouTube によるライブ中継をし
たりしました。今後のまとめも公
開していくつもりです。web
ページをご覧ください。
http://2016kasetu.web.fc2.com
●　ありがとうございました
　遠い群馬・伊香保の地まで参加
してくださった全国の皆さん、ま
た大会準備のために献身的に働い
てくれた実行委員の皆さん、大会
に関わってくれた全ての人に感謝
したいと思います。
　本当にありがとうございまし
た。


